
一
般
財
団
法

一
般
財
団
法
人人
友
愛
友
愛

第
十
八
回
定
時
評
議
員
会
開

第
十
八
回
定
時
評
議
員
会
開
催催

平
成
平
成
二二
十
九
年
度
事
業
報
告
書
、
平
成
二
十
九
年
度
計
算
書
類

十
九
年
度
事
業
報
告
書
、
平
成
二
十
九
年
度
計
算
書
類
・・

平
成
二
十
九
年
度
公
益
目
的
支
出
計
画
実
施
報
告
書
承
認

平
成
二
十
九
年
度
公
益
目
的
支
出
計
画
実
施
報
告
書
承
認
　
　
　

評
議
員
会
議
長
に
谷
藤
悦
史
評
議
員
就

評
議
員
会
議
長
に
谷
藤
悦
史
評
議
員
就
任任

終
了
後
第
一
回
運
営
委
員
会
開
催

終
了
後
第
一
回
運
営
委
員
会
開
催
　
　
　

　（１）　　　　平成３０年（２０１８年）７月１０日 友　　　愛 第５５４号  

　
六
月
三
〇
日
（
土
）
十
一
時
三
〇
分
よ
り
、
友
愛
サ
ロ
ン
に
お
い
て
第
十
八
回
定
時
評
議
員
会
が
開
催
さ
れ
、
平
成
二
十
九
年
度
事

業
報
告
書
、
平
成
二
十
九
年
度
計
算
書
類
・
平
成
二
十
九
年
度
公
益
目
的
支
出
計
画
実
施
報
告
書
が
承
認
さ
れ
た
。

評
議
員
会
に
先
立
っ
て
開
催
さ
れ
た
第
七
十
一
回
通
常
理
事
会
に
お
い
て
、
今
後
の
運
営
な
ど
に
携
わ
る
運
営
委
員
会
の
設
置
及
び
そ

の
構
成
員
が
協
議
さ
れ
、
評
議
員
会
終
了
後
、
第
一
回
運
営
委
員
会
が
開
催
さ
れ
た
。

　
事
業
報
告
書
・
計
算
書
類
・
公
益
目
的
支
出
計
画
実
施
報
告
書
に
つ
い
て
は
友
愛
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て
閲
覧
で
き
る
。

田
正
太
郎
監
事
・
金
沢
俊
弘
監

事
に
よ
る
監
査
が
行
わ
れ
た
旨

報
告
が
あ
っ
た
。

　
こ
れ
を
受
け
、
長
田
正
太
郎

監
事
が
、
監
査
を
行
い
監
査
報

告
を
提
出
し
た
旨
を
述
べ
た
。

　
公
益
目
的
支
出
計
画
実
施
報

告
書
に
つ
い
て
は
、
現
在
順
調

に
実
施
さ
れ
て
お
り
、
平
成
三

〇
年
度
末
に
は
終
了
の
見
込
み

が
あ
る
旨
が
事
務
局
よ
り
報
告

さ
れ
た
。

　
決
議
に
入
り
、第
一
号
議
案
、

第
二
号
議
案
、第
三
号
議
案
と

も
全
会
一
致
で
承
認
さ
れ
た
。

　
十
二
時
三
〇
分
予
定
通
り
、

第
十
八
回
定
時
評
議
員
会
を
終

了
し
た
。

出
席
評
議
員
（
敬
称
略
）

　
谷
藤
悦
史
・
戸
澤
英
典
・
福

田
八
州
雄
・
萩
原
直
三
・
小
沢

鋭
仁
・
小
峰
秀
子
・
酒
井
芳
彦

・
櫻
井
洋
輔
・
田
中
正
基

出
席
理
事
（
敬
称
略
）

　
鳩
山
由
紀
夫
・
川
手
正
一
郎

・
井
上
和
子
・
武
田
紀
念
男
・

芳
賀
大
輔
・
小
川
巧
次
・
井
上

浩
義
・
井
田
安
信
・
西
川
伸
起

・
攪
上
哲
夫

出
席
監
事
（
敬
称
略
）

　
長
田
正
太
郎

三
号
議
案
平
成
二
十
九
年
度
公

益
目
的
支
出
計
画
実
施
報
告
書

に
つ
い
て
審
議
が
行
わ
れ
た
。

　
事
業
報
告
書
に
つ
い
て
は
、

鳩
山
理
事
長
が
詳
細
に
わ
た
っ

て
報
告
を
行
っ
た
。
ま
た
事
務

局
か
ら
五
月
三
〇
日
に
川
手
常

務
理
事
立
ち
会
い
の
も
と
、
長

員
会
議
長
の
選
任
が
行
わ
れ
、

谷
藤
悦
史
評
議
員
が
推
薦
さ

れ
、
全
員
が
こ
れ
を
認
め
た
。

　
谷
藤
悦
史
評
議
員
が
議
長
に

就
き
、
事
前
送
付
資
料
を
基
に

第
一
号
議
案
平
成
二
十
九
年
度

事
業
報
告
書
、
第
二
号
議
案
平

成
二
十
九
年
度
計
算
書
類
、
第

大
会
が
成
功
裡
に
終
わ
っ
た
こ

と
を
報
告
し
た
。
ま
た
、
現
在

進
行
中
の
公
益
法
人
申
請
に
つ

い
て
は
、
鋭
意
努
力
し
て
継
続

的
に
申
請
作
業
を
続
け
て
行
く

旨
を
報
告
し
た
。

　
平
成
二
十
九
年
十
二
月
に
改

訂
さ
れ
た
定
款
に
よ
り
、
評
議

　
前
に
開
か
れ
て
い
た
理
事
会

が
長
引
い
た
関
係
で
、
十
一
時

三
〇
分
の
開
始
時
間
よ
り
若
干

遅
れ
て
第
十
八
回
定
時
評
議
員

会
が
開
催
さ
れ
た
。

　
冒
頭
鳩
山
由
紀
夫
理
事
長
は

挨
拶
に
立
ち
、
先
に
開
催
さ
れ

た
友
愛
創
立
六
十
五
周
年
記
念

第
一
回
「
私
に
と
っ
て
友
愛
と
は
」
一
位
入
賞

徐
嘉
熠
さ
ん
　
表
敬
訪
問

流
暢
な
日
本
語
で
評
議
委
員
会
で
挨
拶

　
六
月
三
〇
日
（
土
）
評
議
員

会
の
終
わ
っ
た
友
愛
サ
ロ
ン

に
、素
敵
な
お
客
様
が
み
え
た
。

　
第
一
回
友
愛
講
演
会
感
想
文

コ
ン
テ
ス
ト
で
、
第
一
位
を
受

賞
し
た
徐
嘉
熠
さ
ん
で
あ
る
。

徐
さ
ん
は
、
清
華
大
学
大
学
院

二
年
生
に
在
籍
し
、
専
攻
は
日

本
言
語
・
文
学
。
北
京
理
工
大

学
在
学
中
（
四
年
生
）
に
友
愛

講
演
会
に
参
加
し
、
審
査
に
あ

た
っ
た
理
事
全
員
が
絶
賛
す
る

感
想
文
を
執
筆
し
た
。そ
の
後
、

清
華
大
学
か
ら
特
待
生
と
し
て

迎
え
ら
れ
た
才
媛
で
あ
る
。

　
平
成
三
〇
年
四
月
か
ら
留
学

生
と
し
て
東
京
工
業
大
学
に
籍

を
お
き
、
九
月
末
ま
で
滞
在
す

る
予
定
だ
。

　
論
文
執
筆
や
、
勉
学
で
忙
し

い
合
間
を
ぬ
っ
て
、
是
非
友
愛

の
皆
さ
ま
に
ご
挨
拶
と
お
礼
を

申
し
上
げ
た
い
と
の
こ
と
か

ら
、こ
の
日
の
来
訪
と
な
っ
た
。

　
笑
顔
で
挨
拶
す
る
徐
さ
ん

に
、
評
議
員
、
理
事
も
嬉
し
そ

う
。
友
愛
講
演
会
（
奨
学
金
）

事
業
の
実
際
が
確
認
で
き
た
場

面
で
も
あ
る
。

　
現
在
執
筆
中
の
卒
論
の
テ
ー

マ
は
、「
石
牟
礼
道
子
の
環
境
文

学
」
と
の
こ
と
。
日
本
人
で
も

な
か
な
か
挑
戦
出
来
な
い
課
題

に
、
果
敢
に
取
り
組
ん
で
い

る
。
　
徐
さ
ん
は
、
中
国
東
部
に
あ

る
江
蘇
省
の
出
身
。
江
蘇
省
と

聞
い
て
も
馴
染
み
が
な
い
方
で

も
、
蘇
州
の
あ
る
省
と
言
え
ば

す
ぐ
解
る
。

　
さ
ら
に
言
う
と
、
江
蘇
省
の

省
都
は
南
京
で
あ
る
。

　
中
国
と
日
本
と
の
関
係
を
語

る
と
き
、
外
す
こ
と
の
出
来
な

い
歴
史
的
事
実
を
象
徴
す
る
南

京
市
で
あ
る
が
、
そ
こ
を
省
都

に
も
つ
江
蘇
省
出
身
の
若
者

が
、「
私
に
と
っ
て
友
愛
と
は
」

を
考
え
、
ま
と
め
、
発
表
し
て

い
る
こ
と
に
、
希
望
を
抱
き
、

拍
手
を
贈
り
た
い
。

（
編
集
部
・
羽
中
田
記
）

故
郷
の
有
名
な
石
碑
の
拓
本
を
お
土
産

に
持
参
。
鳩
山
由
紀
夫
理
事
長
と
川
手

常
務
理
事
に
囲
ま
れ
て
緊
張
の
一
瞬

評
議
員
会
に
出
席
の
役
員
に
向
か
っ

て
、
笑
顔
と
素
敵
な
日
本
語
で
挨
拶

徐
嘉
熠
さ
ん

友
愛
サ
ロ
ン
の
間
仕
切
り
を
解
放
し
て

の
評
議
員
会
。
評
議
員
九
名
・
理
事
十

名
、・
監
事
一
名
が
出
席

暑
い
中
お
越
し
く
だ
さ
っ
た
皆
さ
ま
の

ご
協
力
に
感
謝
し
ま
す
と
挨
拶

井
上
和
子
前
評
議
員
長
（
現
理
事
）

突
然
の
事
で
、
準
備
も
あ
り
ま
せ
ん

が
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
と
挨
拶

谷
藤
悦
史
評
議
員
会
議
長

こ
れ
か
ら
の
友
愛
の
発
展
を
目
指
し
て

ご
協
力
を
と
挨
拶

鳩
山
由
紀
夫
理
事
長

第
一
回
運
営
委
員
会
の
様
子

友
愛
の
各
事
業
運
営
を
、
具
体
的
に
進

め
て
行
く
役
割
を
担
っ
て
い
る

▼
夏
初
め
て
受
け
入
れ
た
「
震

災
と
復
興
」
を
テ
ー
マ
と
す
る

米
国
の
大
学
の
サ
マ
ー
ス
ク
ー

ル
の
一
行
に
同
行
し
、
福
島
第

一
原
発
を
訪
れ
た
。
▼
現
地
で

の
視
察
コ
ー
ス
は
、
富
岡
町
の

旧
エ
ネ
ル
ギ
ー
館
で
廃
炉
作
業

の
状
況
に
つ
い
て
の
説
明
を
受

け
た
後
に
現
場
へ
向
か
い
、
東

京
電
力
の
バ
ス
に
乗
り
換
え
一

時
間
ほ
ど
の
コ
ー
ス
を
車
中
か

ら
見
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

▼
震
災
当
時
、
筆
者
も
固
唾
を

呑
ん
で
テ
レ
ビ
中
継
を
見
守
っ

て
い
る
中
で
水
素
爆
発
し
「
東

北
は
も
う
終
わ
り
か
…
」
と
思

っ
た
３
号
機
の
す
ぐ
横
を
通
る

時
は
、
さ
す
が
に
身
構
え
た
。

だ
が
、
メ
ル
ト
ダ
ウ
ン
し
た
原

子
炉
建
屋
以
外
で
は
、
ほ
ぼ
通

常
の
作
業
服
で
動
き
回
る
人
々

を
見
な
が
ら
の
車
内
か
ら
の
視

察
で
あ
る
。
ほ
と
ん
ど
危
険
を

感
じ
る
こ
と
も
な
か
っ
た
。
▼

毎
月
一
五
〇
〇
人
ほ
ど
の
見
学

者
を
受
け
入
れ
、
特
に
今
回
の

よ
う
に
海
外
か
ら
の
視
察
者
へ

の
Ｐ
Ｒ
で
東
京
電
力
が
力
説
し

て
い
た
よ
う
に
、
確
か
に
廃
炉

作
業
は
軌
道
に
乗
っ
て
い
る
よ

う
で
あ
る
。
▼
ト
リ
チ
ウ
ム
除

去
技
術
が
確
立
し
て
い
な
い
中

で
増
え
続
け
る
巨
大
な
汚
染
水

タ
ン
ク
が
林
立
す
る
光
景
は
異

様
の
一
言
だ
が
、
雨
水
を
コ
ン

ク
リ
ー
ト
舗
装
で
シ
ャ
ッ
ト
ア

ウ
ト
し
、
地
下
水
を
汲
み
上
げ

て
、
さ
ら
に
氷
壁
を
設
け
…
と

い
っ
た
工
夫
の
数
々
を
見
て
、

日
本
の
技
術
力
が
総
力
で
未
曽

有
の
難
問
に
立
ち
向
か
っ
て
い

る
姿
に
感
慨
を
覚
え
ず
に
は
い

ら
れ
な
い
。
▼
帰
路
の
バ
ス
の

中
、米
国
人
教
授
が
学
生
に「
今

日
の
視
察
で
最
も
怖
い
と
感
じ

た
部
分
は
ど
こ
だ
っ
た
？
」
と

聞
い
た
と
こ
ろ
、
女
子
学
生
が

「
教
授
か
ら
、寝
て
い
る
ん
じ
ゃ

な
い
の
？
と
言
わ
れ
た
時
！
」

と
返
答
し
た
。
帰
還
困
難
区
域

の
廃
墟
が
青
々
と
し
た
草
木
に

覆
わ
れ
る
中
、
奇
妙
な
の
ど
け

さ
を
感
じ
な
が
ら
、
会
津
若
松

市
で
会
っ
た
大
熊
町
の
人
々
を

思
い
出
し
て
い
た
。（
ヒ
ゲ
）
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中
華
人
民
共
和
国
在
日
大
使
館
程
永
華

大
使
閣
下
令
夫
人
・
汪
婉
参
事
官
が
ご

出
席
。
友
愛
活
動
を
称
え
た
ご
挨
拶
を

前
に
浮
か
ぶ
の
は
、
昭
和
二
十

八
年
四
月
二
十
九
日
、
日
比
谷

公
会
堂
に
お
け
る
結
成
大
会
の

様
子
で
す
。
爾
来
鳩
山
一
郎
先

生
か
ら
多
く
の
教
え
を
受
け
ま

し
た
。
友
愛
の
原
点
は
愛
で
あ

る
、
愛
の
原
点
は
利
他
で
あ
る

と
い
う
言
葉
を
、
私
自
身
の
生

命
の
原
動
力
と
し
て
今
日
ま
で

六
十
五
年
間
続
け
て
参
り
ま
し

た
。
当
時
の
二
十
数
名
の
執
行

部
は
、
今
こ
こ
に
い
る
鶴
巻
先

生
、
高
杉
さ
ん
と
私
の
三
名
に

な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
本
日

は
こ
れ
か
ら
の
友
愛
が
、
新
し

い
友
愛
と
し
て
ス
タ
ー
ト
を
切

る
記
念
会
で
も
あ
り
ま
す
。
今

日
ま
で
支
え
て
く
だ
さ
っ
た
鳩

山
家
の
ご
支
援
に
心
よ
り
感
謝

を
申
し
上
げ
ま
す
。

鳩
山
由
紀
夫
理
事
長
挨
拶

　
今
日
こ
う
し
て
友
愛
を
支
え

て
く
だ
さ
っ
た
皆
様
に
ご
参
集

い
た
だ
け
ま
し
た
こ
と
は
、
感

激
ひ
と
し
お
で
あ
り
ま
す
。
中

国
大
使
館
程
永
華
大
使
閣
下
令

夫
人
、
汪
婉
参
事
官
に
も
ご
臨

そ
れ
ぞ
れ
に
大
き
な
拍
手
が
湧

い
て
い
た
。

　
鳩
山
会
館
を
背
に
、
青
空
の

も
と
参
加
者
全
員
が
笑
顔
で
記

念
写
真
に
納
ま
り
、
ま
さ
に
友

愛
で
な
け
れ
ば
成
し
得
な
い
と

思
わ
れ
る
素
晴
ら
し
い
記
念
写

真
が
出
来
上
が
っ
た
。

　
記
念
撮
影
後
、
会
場
を
館
内

の
二
階
ホ
ー
ル
へ
移
し
た
。
涼

し
い
二
階
ホ
ー
ル
で
、
全
員
ほ

っ
と
し
た
と
こ
ろ
で
、
祝
電
の

披
露
、
鶴
巻
克
雄
特
別
顧
問
に

よ
る
乾
杯
へ
と
続
い
た
。

祝
電
披
露
・
順
不
同
・

　
参
議
院
議
員
森
本
真
治
様

　（
鳩
山
友
愛
塾
一
期
修
了
生
）

　
衆
議
院
議
員
鳩
山
二
郎
様

　（
鳩
山
邦
夫
前
理
事
長
次
男
）

　
文
京
区
長
成
澤
廣
修
様

　
中
華
全
国
青
年
連
合
会
様

　
中
国
青
年
国
際
交
流
中
心
様

大
会
宣
言

川
手
正
一
郎
大
会
実
行
委
員
長

　
心
配
し
て
い
た
天
候
に
も
恵

ま
れ
、
こ
う
し
て
皆
様
に
お
集

ま
り
い
た
だ
け
た
こ
と
を
本
当

に
嬉
し
く
思
い
ま
す
。
今
目
の

　
式
典
は
十
二
時
よ
り
開
始
さ

れ
、
庭
に
設
え
た
特
設
会
場
に

約
一
二
〇
名
が
出
席
し
た
。

式
の
進
行
は
、
芳
賀
大
輔
理
事

が
担
当
、
十
二
時
に
開
式
宣
言

を
行
っ
た
。

　
式
典
に
あ
た
り
、
一
昨
年
六

月
二
十
一
日
に
逝
去
さ
れ
た
鳩

山
邦
夫
前
理
事
長
は
じ
め
物
故

会
友
に
一
分
間
の
黙
祷
が
捧
げ

ら
れ
た
。

　
続
い
て
友
愛
創
立
以
来
、
友

愛
活
動
の
牽
引
役
を
務
め
て
き

た
川
手
正
一
郎
常
務
理
事
・
大

会
実
行
委
員
長
よ
り
大
会
宣
言

が
述
べ
ら
れ
た
。

　
鳩
山
由
紀
夫
理
事
長
が
挨
拶

に
立
ち
、
今
日
あ
る
こ
と
の
喜

び
を
述
べ
る
と
共
に
、
今
後
の

友
愛
活
動
に
つ
い
て
の
方
針
・

思
い
を
熱
い
口
調
で
語
っ
た
。

　
来
賓
代
表
と
し
て
挨
拶
に
立

っ
た
中
華
人
民
共
和
国
在
日
大

使
館
程
永
華
大
使
閣
下
令
夫
人

・
汪
婉
参
事
官
は
、
思
い
溢
れ

る
話
し
方
で
、
友
愛
活
動
を
称

え
る
祝
辞
を
述
べ
た
。

　
出
席
の
来
賓
が
紹
介
さ
れ
、

　
五
月
十
九
日（
土
）鳩
山
会
館
に
お
い
て
、
友
愛
創
立
六
十
五
周
年
記
念
大
会
が
開
催
さ
れ
た
。
八

〇
％
以
上
の
降
雨
予
報
を
よ
そ
に
、
晴
天
に
恵
ま
れ
一
二
〇
名
に
及
ぶ
会
友
・
関
係
各
位
が
出
席
、

記
念
大
会
は
成
功
裡
に
執
り
行
わ
れ
た
。写
真
と
ご
挨
拶
の
ス
ピ
ー
チ
を
ご
紹
介
、報
告
と
し
ま
す
。

階
段
上
に
設
え
た
壇
上
か
ら
下
へ
降
り

て
、
参
加
者
の
皆
さ
ん
に
熱
く
友
愛
を

語
る
鳩
山
由
紀
夫
理
事
長

鳩
山
邦
夫
前
理
事
長
・
奥
田
吉
郎
理
事
・

大
川
米
子
評
議
員
な
ど
亡
く
な
ら
れ
た

方
々
に
黙
祷
が
捧
げ
ら
れ
た三

面
に
つ
づ
く

友愛創立65周年記念大会開催友愛創立65周年記念大会開催 
鳩山会館に120名が集鳩山会館に120名が集結結

これからの友愛の発展を期しこれからの友愛の発展を期してて
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い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。
特
に
中

国
に
於
い
て
は
、
永
年
に
亘
る

植
林
活
動
を
始
め
、
中
国
の
大

学
に
於
い
て
の
講
演
会
、
そ
し

て
カ
メ
ラ
で
友
愛
を
語
り
、
平

和
を
語
る
「
友
愛
国
際
写
真
コ

ン
ク
ー
ル
」
の
開
催
な
ど
、
多

く
の
こ
と
を
実
践
し
て
い
ら
っ

し
ゃ
い
ま
す
。
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
。

　
先
ほ
ど
、
川
手
常
務
理
事
が

受
賞
さ
れ
た
「
中
国
国
家
友
誼

賞
」
で
す
が
、
も
う
少
し
詳
し

く
お
伝
え
し
た
い
と
思
い
ま

す
。
こ
れ
は
全
世
界
で
五
十
名

に
し
か
授
与
さ
れ
な
い
、
中
国

が
外
国
の
方
に
差
し
上
げ
る
最

高
の
栄
誉
賞
で
す
。
川
手
常
務

理
事
は
『
植
林
は
人
と
人
の
心

を
つ
な
ぐ
絆
、
緑
は
平
和
の
シ

ン
ボ
ル
』
と
植
林
現
場
な
ど
で

お
っ
し
ゃ
っ
て
い
ま
す
。
こ
の

言
葉
は
と
て
も
感
動
的
で
、
国

家
友
誼
賞
を
受
賞
さ
れ
た
川
手

常
務
理
事
、
そ
し
て
「
友
愛
」

に
改
め
て
大
き
な
拍
手
を
送
り

た
い
と
思
い
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
友
愛
の
理
念

が
、
日
本
中
に
、
世
界
中
に
広

が
っ
て
い
く
事
を
、「
友
愛
」
が

大
き
く
発
展
さ
れ
ま
す
こ
と
を

お
祈
り
し
て
、
ご
挨
拶
と
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
長
く
な
っ
て
す
み
ま
せ
ん
。

乾
杯
・
鶴
巻
克
雄
特
別
顧
問

　
私
が
こ
の
音
羽
の
坂
を
上
が

っ
て
以
来
、
六
十
五
年
の
歳
月

が
流
れ
ま
し
た
。
身
体
は
年
齢

を
重
ね
、
変
化
し
ま
し
た
が
、

友
愛
の
想
い
は
一
度
も
変
わ
る

こ
と
な
く
今
も
私
の
心
の
中
で

燃
え
続
け
て
い
ま
す
。

今
日
ま
で
友
愛
を
支
え
て
く
だ

さ
っ
た
鳩
山
家
、
井
上
家
に
感

謝
を
込
め
て
、
そ
し
て
「
友
愛
」

の
永
遠
な
る
こ
と
を
願
っ
て
乾

杯
を
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

中
華
人
民
共
和
国
在
日
大
使
館

／
程
永
華
大
使
閣
下
令
夫
人

汪
婉
参
事
官
祝
辞

　
み
な
さ
ん
、
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
友
愛
の
六
十
五
周

年
に
対
し
、
程
永
華
大
使
を
始

め
、
中
国
大
使
館
を
代
表
し
て

お
祝
い
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
故
鳩
山
一
郎
先
生
の
提
唱
さ

れ
た
友
愛
の
理
念
が
、
鳩
山
邦

夫
先
生
、
井
上
和
子
先
生
を
始

め
、
友
愛
の
皆
様
方
の
半
世
紀

以
上
に
亘
る
ご
尽
力
に
よ
っ

て
、
今
日
と
い
う
日
を
迎
え
た

の
だ
と
思
い
、
お
祝
い
を
申
し

上
げ
る
と
と
も
に
私
は
大
変
感

動
を
し
て
い
る
こ
と
を
お
伝
え

し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
鳩
山
由
紀
夫
理
事
長
は
、
友

愛
理
念
を
世
界
に
広
め
平
和
な

世
界
を
実
現
し
た
い
と
い
う
お

考
え
の
も
と
、
活
動
を
続
け
て

う
な
形
で
の
友
愛
の
発
展
を
喜

ん
で
く
れ
て
い
る
と
思
い
ま

す
。
　
友
愛
の
思
想
が
、
世
界
に
広

が
っ
て
い
く
よ
う
思
い
を
込
め

て
、
今
日
こ
こ
に
皆
様
が
集
い

喜
び
を
分
か
ち
合
え
た
こ
と
を

感
謝
申
し
上
げ
、
ご
挨
拶
と
い

た
し
ま
す
。

鳩
山
家
の
個
人
的
な
も
の
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
今
こ
そ
世
界
の

中
で
、
特
に
日
本
に
お
い
て
必

要
な
思
想
、
哲
学
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

　
こ
の
六
十
五
周
年
を
機
に
、

更
な
る
社
会
貢
献
を
目
指
し

て
、
公
益
法
人
化
を
申
請
し
て

い
ま
す
。
弟
の
邦
夫
も
そ
の
よ

席
を
い
た
だ
き
、
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。
友
愛
は
世
界
各
国
と

友
愛
の
理
念
の
基
、
友
好
関
係

を
築
い
て
お
り
ま
す
が
、
特
に

中
国
と
は
二
〇
〇
〇
年
か
ら
始

ま
っ
た
植
林
活
動
、
そ
の
他
写

真
コ
ン
ク
ー
ル
、
講
演
会
な
ど

を
実
施
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
ご

縁
を
大
切
に
し
て
参
り
ま
し

た
。
川
手
正
一
郎
常
務
理
事

は
、
植
林
活
動
で
の
実
績
を
認

め
ら
れ
昨
年
「
国
家
友
誼
賞
」

と
い
う
大
変
栄
誉
の
あ
る
賞

を
、
政
府
よ
り
送
ら
れ
て
お
り

ま
す
。

　
こ
う
し
た
活
動
が
続
け
ら
れ

ま
し
た
の
も
、
皆
様
か
ら
ご
支

援
、
ご
協
力
を
い
た
だ
い
た
お

か
げ
で
あ
り
ま
す
。
申
す
ま
で

も
あ
り
ま
せ
ん
が
、
友
愛
は
、

　
私
が
友
愛
に
入
会
し
た
経
緯

は
、
昭
和
二
十
七
年
十
一
月
鳩

山
一
郎
先
生
に
ご
拝
眉
い
た
だ

い
た
こ
と
で
す
。
そ
し
て
、
翌

年
の
四
月
二
十
九
日
、
友
愛
の

結
成
大
会
に
参
加
、
自
称
会
員

第
一
号
と
な
り
ま
し
た
。
入
会

し
た
翌
日
、
私
は
溜
池
の
友
愛

事
務
所
を
訪
ね
ま
し
た
。
結
成

大
会
の
余
韻
に
興
奮
し
て
い
た

故
か
、
奥
田
、
渡
辺
、
中
村
の

三
氏
に
会
い
、
友
愛
の
将
来
に

つ
い
て
熱
く
語
っ
た
こ
と
を
今

で
も
は
っ
き
り
覚
え
て
い
ま

す
。
　
そ
し
て
「
友
愛
と
は
行
動
で

あ
る
」
と
、
結
論
を
出
し
、
五

月
三
日
、
奥
田
さ
ん
と
二
人
で

有
楽
町
の
数
寄
屋
橋
で
友
愛
新

聞
を
配
り
ま
し
た
。

　
ま
た
五
月
初
旬
、
友
愛
の
事

務
所
を
、
溜
池
か
ら
音
羽
の
鳩

山
邸
地
下
室
に
移
す
事
に
な

り
、
中
村
君
と
二
人
で
、
引
越

荷
物
を
ト
ラ
ッ
ク
に
積
み
、
揺

れ
る
荷
台
で
、
友
愛
に
つ
い
て

夢
中
で
話
し
ま
し
た
。
そ
の
時

の
中
村
君
の
表
情
を
今
で
も
忘

れ
ま
せ
ん
。
二
十
歳
の
初
夏
で

し
た
。

　
二
十
八
年
の
夏
か
ら
二
十
九

年
の
春
ま
で
は
、
全
国
組
織
を

計
画
し
、
鳩
山
派
の
衆
参
議
員

の
後
援
会
青
年
部
に
働
き
か

け
、
会
員
獲
得
運
動
を
展
開
し

ま
し
た
。
議
員
会
館
の
先
生
方

の
事
務
所
に
伺
い
、
会
員
紹
介

を
お
願
い
し
た
の
で
す
。

　
東
京
で
は
鳩
山
先
生
の
選
挙

区
は
勿
論
、
中
野
区
の
花
村
四

郎
先
生
、
豊
島
区
の
中
村
梅
吉

先
生
に
は
特
に
お
世
話
に
な

り
、
何
度
も
事
務
所
や
自
宅
に

行
き
、
多
く
の
方
々
に
入
会
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
ま
た
三
重
県
の
川
崎
秀
二
先

生
や
島
根
県
の
山
本
利
寿
先
生

に
は
、
格
別
に
協
力
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　
友
愛
結
成
一
年
後
の
昭
和
二

十
九
年
に
は
、
友
愛
の
具
体
的

運
動
と
は
何
か
、
執
行
部
で
激

論
し
、
小
生
が
、
日
本
の
チ
ベ

ッ
ト
と
当
時
呼
ば
れ
た
東
北
五

県
（
岩
手
・
青
森
・
秋
田
・
山

形
・
福
島
）
の
僻
地
に
、
新
生

活
運
動
と
、
友
愛
を
普
及
す
る

計
画
を
提
案
し
ま
し
た
。
計
画

に
は
全
員
賛
成
で
し
た
が
、
最

大
の
問
題
は
派
遣
費
で
し
た
。

　
ど
ん
な
に
節
約
し
て
も
映
写

機
十
六
万
円
、
フ
ィ
ル
ム
他
経

費
四
万
円
、
四
十
日
間
の
交
通

費
、
宿
泊
費
十
万
円
、
計
三
十

万
円
の
資
金
が
必
要
で
し
た
が

お
金
が
あ
り
ま
せ
ん
。
当
時
の

友
愛
の
予
算
は
、
月
七
～
八
万

円
位
で
し
た
が
、
そ
の
資
金

は
、
鳩
山
家
、
北
炭
、
鹿
島
、

富
士
鉄
、
東
京
ガ
ス
、
ブ
リ
ヂ

ス
ト
ン
、
長
瀬
ゴ
ム
等
の
会
社

か
ら
ご
寄
付
い
た
だ
き
、
運
営

し
て
い
た
の
で
す
。

　
発
案
者
で
あ
る
私
は
、
ど
う

し
て
良
い
の
か
見
当
が
つ
き
ま

せ
ん
で
し
た
が
、
取
敢
え
ず
、

既
に
ご
寄
付
い
た
だ
い
て
い
る

会
社
に
お
願
い
し
て
み
る
こ
と

に
し
ま
し
た
。

　
最
初
に
伺
っ
た
の
は
東
京
ガ

ス
で
し
た
。
飛
び
込
み
で
伺
い

ま
し
た
が
、
幸
運
に
も
、
安
西

専
務
が
会
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

何
を
話
し
た
か
覚
え
て
い
ま
せ

ん
が
、
友
愛
精
神
と
友
愛
移
動

文
化
映
画
班
の
主
意
を
懸
命
に

訴
え
た
と
思
い
ま
す
。

　
安
西
専
務
は
一
呼
吸
お
い
て

か
ら
、
そ
の
場
で
承
知
し
励
ま

し
て
く
れ
ま
し
た
。

　
青
天
の
霹
靂
と
は
、
こ
ん
な

こ
と
で
し
ょ
う
か
、
訪
問
す
る

前
は
、
一
万
円
か
二
万
円
お
願

い
で
き
た
ら
最
高
、
と
思
っ
て

い
た
の
に
、
専
務
に
お
会
い
し

て
い
た
だ
き
、
突
然
思
い
切
っ

た
金
額
二
十
万
円
を
お
願
い
し

た
の
で
す
。
Ｏ
Ｋ
と
い
う
全
く

予
想
外
の
お
言
葉
に
一
瞬
専
務

の
顔
が
見
え
な
く
な
り
ま
し

た
。
　
こ
の
素
晴
し
い
体
験
で
、
私

は
人
生
と
は
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
と

勇
気
だ
と
胆
に
銘
じ
ま
し
た
。

　
二
十
一
才
の
学
生
で
も
、
一

所
懸
命
に
な
れ
ば
、
理
解
し
協

力
し
て
い
た
だ
け
る
、
人
生
最

大
の
感
動
を
噛
み
し
め
ま
し

公
益
財
団
法
人
公
益
法
人
協
会
太
田
達

男
会
長
も
ご
出
席
く
だ
さ
っ
た
。
友
愛

の
目
指
す
公
益
法
人
化
を
激
励
！

心
配
さ
れ
た
雨
も
な
く
、
参
加
者
全
員

が
緑
あ
ふ
れ
る
庭
で
一
堂
に
会
し
た
。

式
典
は
滞
り
無
く
行
わ
れ
た

創
立
当
時
か
ら
の
メ
ン
バ
ー
で
あ
る
鶴

巻
克
雄
特
別
顧
問
は
、
今
も
心
に
あ
る

友
愛
の
情
熱
を
語
り
乾
杯
！

駆
け
つ
け
た
簗
瀬
進
前
参
議
院
議
員

現
在
は
昭
和
音
楽
大
学
で
学
長
を
務
め

て
お
ら
れ
る

鳩
山
友
愛
塾
第
一
期
修
了
生
、
青
山
大

人
さ
ん
も
思
い
を
込
め
て
祝
辞
を
。
現

在
は
衆
議
院
議
員
と
し
て
活
躍
中

現
在
活
動
の
拠
点
と
し
て
い
る
金
沢
か

ら
遠
路
お
越
し
く
だ
さ
っ
て
祝
辞
を

植
草
一
秀
先
生

忙
し
い
時
間
の
合
間
を
ぬ
っ
て
、
茂
木

健
一
郎
理
事
も
出
席
。
人
気
絶
大
、
皆

さ
ん
に
笑
顔
で
ご
挨
拶

一
番
お
忙
し
い
時
期
に
も
拘
わ
ら
ず
来

賓
と
し
て
ご
出
席
く
だ
さ
っ
た

公
認
会
計
士
小
林
広
治
先
生

司
会
進
行
の
大
役
を
終
え
て
、
笑
顔
の

こ
ぼ
れ
る
芳
賀
大
輔
理
事
。（
左
）
川
手

常
務
理
事
（
右
）
と
談
笑

鳩
山
邦
夫
前
理
事
長
の
ご
長
男
、
鳩
山

太
郎
さ
ん
も
駆
け
つ
け
て
、
お
祝
い
の

言
葉
を
述
べ
て
く
だ
さ
っ
た

四
面
に
つ
づ
く

六
十
五
年
を

六
十
五
年
を
 

顧
み
顧
み
てて

―
我
が
青
春
を
思
う

―
我
が
青
春
を
思
う
――

常
務
理

　
常
務
理
事事川

手
正
一

川
手
正
一
郎郎
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殴
殴
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  時
事
川
柳
　
 

服
部
迪
夫
　
作
 

　
―
温
暖
化

確
実
に
季
節
は
進
む
亜
熱
帯

　
―
パ
ル
ム
ド
ー
ル
受
賞

邦
画
界
是
枝
組
が
闊
歩
す
る

　
―
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ

こ
こ
に
き
て
文
武
両
道
栃
の
心

　
―
世
界
を
堪
能

サ
ッ
カ
ー
と
ゴ
ル
フ
に
睡
眠
引

き
裂
か
れ

　
―
不
屈
の
精
神

栃
ノ
心
そ
の
怪
力
に
宿
る
愛

　
―
舞
の
海
関

解
説
者
小
兵
力
士
の
存
在
感

　
―
日
本
列
島

ア
メ
フ
ト
と
獣
医
学
部
で
明
け

暮
れ
る

　
―
日
本
人

カ
ジ
ノ
で
遊
び
働
き
方
考
え
る

　
―
植
林
事
業

友
愛
が
ア
ジ
ア
の
緑
演
出
し

　
―
被
写
体

友
愛
が
心
の
窓
を
開
放
し

◆
友
愛
創
立
六
十
五
周
年
記
念

大
会
を
無
事
終
了
し
ま
し
た
。

大
会
の
一
週
間
前
か
ら
前
夜
ま

で
十
九
日
は
大
雨
の
予
報
に
傘

や
テ
ン
ト
、
会
館
内
で
の
行
事

等
、
心
配
で
天
に
祈
り
ま
し

た
。

し
か
し
、
当
日
は
幸
に
も
夜
明

け
と
と
も
に
雨
が
止
み
、
式
典

時
に
は
太
陽
も
輝
き
、
胸
の
つ

か
え
も
一
気
に
吹
き
飛
び
、
心

浮
き
浮
き
、
つ
い
て
る
。
そ
ん

な
感
動
の
一
日
で
も
あ
り
ま
し

た
。
多
く
の
皆
様
に
ご
出
席
い

た
だ
き
、
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
六
十
五
年
を
顧
み
、
私
に

と
っ
て
の
友
愛
と
は
、
生
き
甲

斐
、
生
命
、
人
生
そ
の
も
の
で

す
。
鳩
山
家
を
は
じ
め
、
六
十

五
年
間
と
も
に
生
き
、
と
も
に

歩
ん
だ
す
べ
て
の
方
々
に
心
か

ら
敬
意
と
感
謝
を
申
し
上
げ
ま

す
。
そ
し
て
生
あ
る
限
り
友
愛

を
体
し
ま
す
。
友
愛
と
は
世
界

平
和
の
礎
で
す
。　
　
　
（
Ｋ
）

◆
済
ん
で
し
ま
え
ば
ア
ッ
と
い

う
間
の
一
日
で
し
た
。
し
か

し
、
天
気
予
報
を
始
め
、
心
配

す
る
こ
と
が
沢
山
あ
り
、
旧
友

愛
婦
人
会
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力

を
得
て
、
当
日
を
何
と
か
乗
り

切
る
事
が
出
来
ま
し
た
。感
謝
、

感
謝
で
す
。
大
勢
の
皆
さ
ま
の

ご
参
加
、
遠
方
か
ら
の
方
、
懐

か
し
い
塾
修
了
生
の
方
々
、
感

動
す
る
こ
と
し
き
り
で
し
た
。

と
り
わ
け
感
動
し
た
の
は
、
中

国
大
使
館
程
永
華
大
使
閣
下
夫

人
汪
婉
参
事
官
で
す
。
優
し
い

言
葉
で
一
生
懸
命
お
話
く
だ
さ

っ
た
ご
挨
拶
、
終
始
笑
顔
を
絶

や
さ
な
い
穏
や
か
さ
、
素
敵
な

女
性
で
す
。
帰
り
際
に
、「
大
変

で
し
た
ね
」
と
声
を
掛
け
て
く

だ
さ
い
ま
し
た
。
感
激
！
　
大

フ
ァ
ン
に
な
り
ま
し
た
！（
も
）

た
。
今
で
も
そ
の
光
景
を
、

時
々
思
い
出
し
、
心
の
中
で
手

を
合
わ
せ
ま
す
。

　
予
算
三
十
万
円
の
う
ち
二
十

万
円
を
い
た
だ
き
ま
し
た
の

で
、
そ
の
後
の
十
万
円
に
つ
い

て
は
、
ご
寄
付
い
た
だ
い
て
い

る
会
社
に
お
願
い
し
た
り
し
ま

し
た
が
、
主
に
東
洋
経
済
の
宮

川
会
長
に
お
願
い
し
、
四
月
ま

で
に
三
十
万
円
の
目
標
を
達
成

し
、計
画
を
具
体
化
し
ま
し
た
。

　
六
月
末
に
は
各
県
の
社
会
教

育
課
を
尋
ね
、
地
方
の
事
情
に

つ
い
て
情
報
を
得
、
七
月
二
十

日
か
ら
八
月
三
十
日
ま
で
の
日

程
で
「
第
一
回
友
愛
移
動
文
化

映
画
班
」
の
計
画
を
実
施
し
ま

し
た
。

　
尚
、
二
年
目
か
ら
は
、
鶴
巻
、

柳
沢
両
会
員
に
、
歯
科
診
療
を

お
願
い
し
、
日
中
は
歯
科
診

療
、
夜
は
講
演
と
映
画
の
会
、

そ
し
て
映
画
終
了
後
、
地
元
青

年
団
と
の
深
夜
ま
で
の
懇
談
会

で
し
た
が
、
訪
問
地
で
は
、
歓

迎
と
感
謝
で
、
重
い
機
械
を
担

い
だ
日
々
の
疲
れ
が
一
気
に
吹

っ
飛
ぶ
感
じ
で
し
た
。

　
以
上
が
友
愛
創
設
時
の
活
動

の
一
端
で
す
。

　
ま
た
二
十
九
年
か
ら
は
、
毎

年
五
月
に
全
国
大
会
を
開
催
し

て
お
り
ま
し
た
。

　
創
立
以
来
の
友
愛
の
諸
活
動

に
つ
き
ま
し
て
は
、『
友
愛
概

論
』に
記
し
て
あ
り
ま
す
の
で
、

ご
覧
い
た
だ
け
れ
ば
と
存
じ
ま

す
。（
編
集
部
註
：
Ｈ
Ｐ
上
に
Ｐ

Ｄ
Ｆ
で
公
開
）

　
顧
み
ま
す
と
こ
の
六
十
五

年
、
私
は
友
愛
と
と
も
に
過
ご

し
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。
大
学

を
卒
業
し
、
友
愛
運
動
を
続
け

た
い
と
思
っ
て
い
ま
し
た
が
宮

川
先
生
（
前
出
）
か
ら
、
政
治

を
勉
強
す
る
に
は
、
経
済
を
勉

強
し
な
さ
い
、
経
済
を
勉
強
す

る
な
ら
証
券
会
社
が
良
い
、
証

券
会
社
へ
入
社
し
な
さ
い
と
諭

さ
れ
、
三
十
一
年
十
一
月
突
然

証
券
会
社
へ
入
社
し
ま
し
た
。

　
友
愛
運
動
か
ら
離
れ
る
事
は

小
生
に
と
っ
て
な
ん
と
も
遣
る

瀬
無
く
、
覚
悟
し
て
社
長
に
友

愛
の
思
想
や
活
動
に
つ
い
て
話

し
て
み
ま
し
た
。
叱
ら
れ
る
と

思
っ
て
い
ま
し
た
が
、
意
外
に

も
共
感
し
て
い
た
だ
き
、
勤
め

な
が
ら
支
障
な
い
限
り
友
愛
活

動
を
許
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
三

年
後
友
愛
山
荘
建
設
に
当
た
っ

て
は
、
庭
に
パ
タ
ー
ゴ
ル
フ
の

コ
ー
ス
を
寄
贈
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　
「
窮
す
れ
ば
通
ず
」
と
い
う

言
葉
が
あ
り
ま
す
が
、
人
の
世

は「
叩
け
よ
さ
ら
ば
開
か
れ
ん
」

と
改
め
て
有
難
く
思
い
ま
し

た
。
　
し
か
し
そ
の
後
会
社
で
の
仕

事
は
年
々
増
え
、
部
長
を
命
ぜ

ら
れ
て
か
ら
は
超
多
忙
、
二
股

で
は
部
下
に
申
し
訳
な
く
、
仕

事
か
友
愛
か
、
進
退
極
ま
る
感

じ
で
し
た
。
悩
み
抜
い
た
末
、

自
ら
の
将
来
を
考
え
、
独
立
す

る
以
外
な
い
と
、
二
十
九
歳
の

時
起
業
を
決
断
し
、
今
日
に
至

り
ま
し
た
。

　
以
上
が
簡
単
な
友
愛
創
立
か

ら
六
十
五
年
間
の
私
の
歩
み
で

す
。
　
さ
て
私
に
と
っ
て
友
愛
と
は

何
か
六
十
五
年
を
振
り
返
り
考

え
て
み
ま
し
た
。
私
は
友
愛
入

会
前
、
利
他
と
い
う
言
葉
に
出

会
い
、
そ
れ
を
人
生
の
羅
針
盤

と
心
に
誓
い
ま
し
た
。
鳩
山
一

郎
先
生
に
お
会
い
し
、
友
愛
を

知
り
、
利
他
と
は
友
愛
だ
と
閃

い
た
の
で
す
。
以
来
私
の
生
き

る
力
、
生
命
と
な
り
ま
し
た
。

　
私
は
こ
の
六
十
五
年
、
友
愛

を
信
じ
、
多
く
の
皆
さ
ん
と
出

会
い
、
友
愛
と
は
目
標
に
向
っ

て
己
を
磨
く
事
、
窮
極
の
人
間

像
は
孔
子
の
「
従
心
所
欲
　
不

踰
矩
」
や
墨
子
の
「
兼
愛
」
で

す
が
、
大
切
な
の
は
欲
望
を
無

に
す
る
こ
と
で
な
く
、
欲
望
を

ど
う
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
か
だ

と
思
い
ま
す
。

　
そ
ん
な
心
境
で
晩
節
を
迎
え

ま
し
た
。

　
二
十
歳
か
ら
今
日
ま
で
、
友

愛
と
と
も
に
歩
ん
だ
こ
と
を
、

幸
せ
に
思
う
と
同
時
に
、
鳩
山

家
を
は
じ
め
出
会
っ
た
す
べ
て

の
方
々
に
、
心
か
ら
感
謝
し
ま

す
。
　
そ
し
て
、
命
は
人
間
だ
け
の

も
の
で
は
な
い
、
地
球
上
の
す

べ
て
と「
と
も
に
生
き
て
ゆ
く
」

で
す
。

　
六
十
五
周
年
を
契
機
に
友
愛

は
新
名
称
、
新
メ
ン
バ
ー
で
船

出
し
ま
し
た
が
、
世
界
の
平
和

と
人
々
の
幸
せ
の
為
に
躍
進
す

る
よ
う
に
期
待
し
ま
す
。

　
写
真
の
ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス

も
、
光
を
通
し
て
見
る
実
際
の

色
は
重
厚
で
、
是
非
一
日
の
ん

び
り
と
時
間
を
作
っ
て
、
鳩
山

会
館
巡
り
を
お
薦
め
し
ま
す
。

休
館
日
を
確
認
の
上
お
で
か
け

く
だ
さ
い
。

　
カ
ー
ナ
ビ
等
で
の
検
索
で
は

裏
門
を
表
示
す
る
場
合
も
あ
る

よ
う
で
す
が
、
裏
門
か
ら
は
入

れ
ま
せ
ん
。
鳩
山
会
館
正
門
は

講
談
社
や
大
塚
警
察
署
の
あ
る

音
羽
通
り
（
護
国
寺
に
向
っ
て

右
側
）
に
面
し
て
い
ま
す
。

　
今
月
は
、
六
十
五
周
年
記
念

大
会
の
会
場
と
な
っ
た
鳩
山
会

館
で
の
ひ
と
こ
ま
で
す
。

　
大
正
十
三
年
建
設
の
鳩
山
会

館
は
、
大
正
・
昭
和
初
期
を
代

表
す
る
建
築
物
と
し
て
、
貴
重

な
存
在
で
す
。
ス
テ
ン
ド
グ
ラ

ス
を
始
め
、
床
、
ド
ア
、
蝶
番

に
至
る
ま
で
当
時
の
も
の
が
そ

の
ま
ま
残
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
春
先
の
桜
、
数
々
の

種
類
を
誇
る
庭
園
の
バ
ラ
、
秋

の
紅
葉
と
四
季
を
通
じ
て
楽
し

め
る
要
素
も
盛
り
沢
山
で
す
。

※
六
十
五
周
年
記
念
大
会
の
写
真
集
が
出
来
上
が
り
ま
し
た
。
ご
希
望
の
方
は
事
務
局
ま
で
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い

素
晴
ら
し
い
笑
顔
、
友
愛
を
文
字
通
り

体
現
し
て
い
る
鳩
山
由
紀
夫
・
幸
ご
夫

妻
。
来
賓
の
ス
ピ
ー
チ
を
聴
き
な
が
ら

旧
友
愛
婦
人
会
の
方
々
が
、
受
付
な
ど

を
引
き
受
け
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
皆

さ
ん
お
元
気
で
、
大
活
躍
で
す

友
愛
塾
の
修
了
生
も
集
ま
り
ま
し
た
。

理
事
長
と
一
緒
に
記
念
撮
影
。
こ
の
他

に
も
沢
山
の
塾
生
が
出
席
し
ま
し
た

井
上
浩
義
理
事
が
、
閉
会
の
ご
挨
拶

を
。
五
年
後
、
十
年
後
の
発
展
を
祈
っ

て
、
活
動
を
続
け
る
こ
と
を
宣
言

庭
か
ら
の
風
景
は
良
く
見
る
と
思
い
ま

す
が
、
正
面
前
景
は
な
か
な
か
ゆ
っ
く

り
と
は
眺
め
な
い
で
し
ょ
う
。
見
事
！

こ
ち
ら
も
鳩
を
モ
チ
ー
フ
に
し
た
ス
テ

ン
ド
グ
ラ
ス
。
ど
こ
に
あ
る
か
は
、
実

際
に
い
ら
し
て
探
し
て
み
て
は

日
本
初
の
ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
作
家
と
し
て
知
ら
れ
る
小
川
三
知
氏
の
作
品
。
日
本
の

ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
で
第
二
位
に
選
ば
れ
て
い
る
。
日
本
情
緒
溢
れ
る
独
自
の
風
合
い

は
、
一
見
の
価
値
あ
り
。
一
階
か
ら
二
階
へ
の
踊
り
場
に
あ
り
ま
す

機関紙『友愛』にご投稿ください！
機関紙『友愛』編集部では、皆様のご投稿をお待ちいたしておりま

す。ご自身の活動報告、地域の名物紹介、季節のお便り等、
何でも結構です。写真も大歓迎です。皆様の『友愛』に奮
ってご投稿ください。

締切り：特に設ない。いつでもご投稿ください。掲載ご希望の月が
ある場合は、２ヶ月前までに原稿必着

要　領：手書き原稿・データ原稿・メールでの投稿何でも対応可能
です。写真も紙焼（カラー・白黒）・デジカメデータどち
らでも。
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